
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市
民
請
願
を
委
員
会
採
択 

市
民
か
ら
３
月
市
議
会
に

「
金
権
腐
敗
政
治
を
一
掃
す
る

よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
件
」
の
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
７
日
、
総
務
常

任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
党
市

議
団
か
ら
は
、
山
田
大
助
市
議

が
紹
介
議
員
と
し
て
、
工
藤

し
ゅ
う
じ
市
議
が
委
員
と
し
て

参
加
。
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。 

 

本
会
議
で
も
賛
成
多
数
採
択 

３
月
１
８
日
、
本
会
議
に
は

傍
聴
席
い
っ
ぱ
い
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。
討
論
で
は
、
維

新
の
会
が
「
証
人
喚
問
や
企

業
・
団
体
献
金
の
禁
止
だ
け
で
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市
民
ネ
ッ
ト
、
刷
新
、
無
所

属
、
立
憲
）
、
反
対
１
４
（
自

民
、
公
明
、
維
新
）
で
可
決
さ

れ
、
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま

し
た
。
自
民
党
籍
の
あ
る
市
議

も
賛
成
す
る
な
ど
、
市
民
の
関

心
の
高
さ
や
影
響
が
う
か
が
え

ま
し
た
。 

 

1 

は
金
権
腐
敗
政
治
は
な
く
な
ら

な
い
」
、
自
民
党
が
「
党
と
し

て
改
革
に
取
組
ん
で
い
る
。
請

願
は
時
期
尚
早
」
と
反
対
し
ま

し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
「
金
権
腐
敗

政
治
と
は
、
企
業
が
国
民
に
負

担
増
や
企
業
倫
理
を
押
付
け
、

一
方
で
法
人
税
の
減
税
と
大
軍

拡
を
お
こ
な
っ
て
き
た
も
の
。

国
民
の
参
政
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
。
根
を
断
つ
た
め
に
証
人

喚
問
と
企
業
・
団
体
献
金
の
禁

止
が
何
よ
り
も
重
要
」
と
賛
成

討
論
し
ま
し
た
。 

 

金
権
腐
敗
政
治
を
止
め
さ
せ

る
意
見
書
を
国
へ
提
出 

請
願
は
賛
成
１
７
（
共
産
、

「
金
権
腐
敗
政
治
を
一
掃
す
る
よ
う
国
に
求
め
る 

意
見
書
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
、
国
に
提
出 

 

下記のＱＲコードを読み取っ

て、議会の中継動画を見ること

ができます。 

（左：常任委員会）（右：本会議） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎
補
聴
器
購
入
助
成
金
は

１
５
０
万
円
（
前
年
１
０

０
万
円
）
と
増
額
し
ま
し

た
。 

◎
子
ど
も
医
療
給
付
費
は

昨
年
１
２
月
議
会
で
、
１

８
歳
ま
で
拡
充
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
大
幅
に
増
額

と
な
り
ま
し
た
。 

◎
平
和
事
業
で
は
、
平
和

展
委
託
料
で
２
０
０
万
円

（
前
年
１
８
０
万
円
）
と

増
額
し
ま
し
た
。
平
和
資

料
掲
示
板
（
４
面
ト
ピ
ッ

ク
ス
掲
載
）
に
展
示
す
る

資
料
の
充
実
や
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
の
「
平

和
展
」
開
催
も
期
待
さ
れ

ま
す
。 
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一
般
会
計
予
算
は
、
対

前
年
比
３
９
億
円
（
３
．

５
％
）
増
の
１
１
５
７
億

円
。
物
価
高
騰
の
影
響
や

人
口
減
少
も
あ
り
、
歳
入

の
市
税
は
４
７
１
億
４
９

０
０
万
円
で
対
前
年
比
１

０

億

円

９

５

０

０

万

円

（
２
．
３
％
）
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

予
算
拡
充
事
業 

 

こ
れ
ま
で
予
算
の
拡
充

を
要
望
し
て
き
た
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
住
宅
店
舗
改
修
促
進
補

助
金
補
助
金
は
１
４
０
０

万
円
（
前
年
１
２
０
０
万

円
）
と
増
額
し
ま
し
た
。 

３
月
４
日
、
党
市
議
団

を
代
表
し
て
、
山
田
大
助

市
議
が
代
表
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。 

能
登
半
島
地
震
を
受
け

て
、
市
の
地
震
防
災
対
策

に
つ
い
て
質
問
し

ま
し

た
。
市
の
避
難
想
定
は
２

万
人
で
少
な
す
ぎ
る
と
指

摘
し
た
と
こ
ろ
、
「
県
計

画
を
も
と
に
算
定
し
て
い

る
た
め
、
県
計
画
に
変
更

が
あ
れ
ば
見
直
す
」
と
、

消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。 

ま

た

Ｔ

Ｋ

Ｂ

（

ト

イ

レ
・
キ
ッ

チ
ン

・

ベ
ッ

ド
）
を
備
え
た
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
、
食
料
は
多

め
に
見
込
ん
で
備
蓄
し
て

い
る
と
い

う
も

の

の
、

代
表
質
問 

地
震
対
策
な
ど
６
項
目
で
市
の
対
応
を
求
め
る 

 

「
温
か
い
食
事
の
提
供
は

こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
。

ベ
ッ
ド
は
か
さ
ば
る
た
め

倉

庫
の
容

量
を
圧

迫

す

る
」
と
、
少
な
い
備
蓄
量

や
不
十
分
な
体
制
を
正
当

化
し
ま
し
た
。 

 
教
職
員
の
働
き
方
改
善

で
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
で

あ
る
残
業
月
４
５
時
間
、

年
３
６
０
時
間
以
内
の
目

標
に
つ
い
て
、
達
成
年
度

は
定
め
て
い
な
い
と
い
う

お
粗
末
な
答
弁
で
し
た
。 

 

他
に
水
害
対
策
、
公
共

交
通
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、

中
小
業
者
支
援
な
ど
に
つ

い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。 

 

２
０
２
４
年
度
予
算 

一
般
会
計
（
１
１
５
７
億
円
）
は
全
会
一
致
で
可
決 

 

概
略
と
お
も
な
事
業
内
容 
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リ
レ
ー
コ
ラ
ム
㊸ 

「
瀬
長
亀
次
郎
氏
」
実
録
映
画
な
ど
を
上
映 

わ
た
し
た
ち
の
南
地
域
に
は
、
大
和
田
事
務
所
が
あ
り
、

そ
の
２
階
「
ス
ペ
ー
ス
あ
さ
ひ
」
で
シ
ネ
マ
鑑
賞
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
２
カ
月
に
１
回
、
名
作

を
上
映
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
「
米
軍
が
最
も
恐
れ

た
カ
メ
ジ
ロ
ウ
！
」
か
ら
始
ま
り
、
最
近
は
「
キ
ネ
マ
の
天

地
」
ま
で
９
回
上
映
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
松
本
清
張
原

作
の
加
藤
剛
主
演
の
「
砂
の
器
」
で
す
。
国
に
よ
っ
て
強
制

隔
離
さ
れ
、
偏
見
と
差
別
を
受
け
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
話

で
す
◆
他
に
は
俳
句
の
会
、
新
婦
人
、
土
建
の
人
た
ち
が
会

議
で
使
っ
て
い
ま
す
。
く
つ
ろ
げ
る
畳
の
部
屋
、
ト
イ
レ
は

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
。
居
心
地
が
良
い
の
で
、
わ
た
し
は
も
っ

と
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
北
部
に
は
「
レ
ン

ガ
」
が
あ
っ
て
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
麻
雀
、
そ
の
外
諸
々
の
活

動
。
わ
た
し
た
ち
は
順
番
で
事
務
所
の
当
番
を
し
て
い
ま

す
。
毎
日
、
事
務
所
は
開
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が

気
楽
に
来
て
お
茶
し
て
お
喋
り
で
き
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
ー

と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
◆
わ
た
し
は
シ
ネ
マ
鑑
賞
会
の
宣
伝

部
長
な
の
で
、
今
月
は
沢
山
の
人
に
声
か
け
す
る
つ
も
り
で

す
。
西
の
方
も
北
の
方
も
是
非
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
わ
た
し
が
大
和
田
事
務
所
に
思
う
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
南
町 

舟
山
弘
子)

 

介
護
保
険
が
３
年
ご
と

の
見
直
し
の
年
に
あ
た

り
、
４
月
か
ら
の
保
険
料

の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

市
は
基
金
を
ほ
と
ん
ど

全
額
取
り
崩
す
な
ど
、
保

険
料
が
で
き
る
だ
け
あ
が

ら
な
い
よ
う
に
一
定
の
努

力
は
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
年
収
１
２
０
万
円
以
下

と
い
う
貧
困
世
帯
で
年
１

万
円
以
上
の
値
上
げ
に
な

る
な
ど
、
「
制
度
の
持
続

可
能
性
」
ば
か
り
で
、
被

保
険
者
が
払
い
き
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
視
点
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

国

の

負

担

割

合

が

決

ま
っ
て
い
て
そ
れ
以
上
は

出
さ
な
い
と
い
う
、
現
制

度
の
矛
盾
が
現
れ
て
い
ま

す
。 党

市
議
団
は
反
対
討
論

で
「
制
度
の
抜
本
的
改
善

が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
値
上
げ
を

前
提
に
し
た
介
護
保
険
特

別
会
計
と
、
同
じ
く
値
上

げ
を
前
提
（
本
紙
１
２
月

２
４
日
号
「
国
保
税
値
上

げ
」
記
事
で
詳
報
）
と
し

た
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計

に

も

反

対

し

ま

し

た

が
、
３
議
案
と
も
党
市
議

団
以
外
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
と
介
護
・
国
保
新
年
度
予
算 

党
市
議
団
以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決 
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お
知
ら
せ 

◆
消
費
税
廃
止
連
絡
会
宣
伝 

日
時 

３
月
２
５
日
（
月
） 

 
 

 

午
後
４
時
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
原
水
協
６
・
９
宣
伝 

日
時 

４
月
５
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

新
越
谷
・
南
越
谷
駅 

 

◆
共
同
セ
ン
タ
ー
９
の
日
宣
伝 

日
時 

４
月
９
日
（
火
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

大
袋
駅 

 

保険証廃止はありえない 

2 月 28 日、新越谷・南越谷駅

で「越谷社会保障推進協議会」

と市民団体が「保険証なくさな

いで」の署名、宣伝をおこない

ました。 

 

さよなら原発大集会 

 3 月 2 日、越谷駅東口広場で

「さよなら原発大集会」が開催

され、東越谷第二公園までパ

レードしました。 

 

重税反対全国統一行動 in 越谷 

 3 月 13 日、南越谷第一公園で

重税反対全国統一行動越谷地域

集会とパレードがおこなわれま

した。 

 

平和資料掲示板お披露目 

 3 月 16 日、越谷市役所エント

ランス棟が完成し、グランド

オープンセレモニーがおこなわ

れました。併せて平和資料掲示

板がお披露目しました。 

 

「
新
こ
し
が
や
」
編
集
委
員 

募
集
し
ま
す 

 

２
週
間
お
き
に
発
行
し
て

い
る
本
紙
の
編
集
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
、
市
委
員
会

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 


